
地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名：小規模多機能型居宅介護事業所ほほえみ 

サービス種類：□グループホーム ・ ■小規模多機能型居宅介護 

     □地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

     □地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護 （該当に■） 

日  時： 令和 8年 6月 18日     10時 00分～11時 00分 

場  所： 小規模多機能型居宅介護事業所ほほえみ 

委  員： 9人 

利用者代表 0人 知見を有する者 1人 

利用者家族 1人 大田市職員 1人 

地域住民の代表 1人   

事業所職員 

（職名：しおさい施設長・管理者・リーダー） 
3人 

１．報告事項： 

（１）利用者の状況 

①入所者、登録者、利用者の人数 

（小規模多機能居宅介護は、通い・訪問・泊りの利用者状況を加える） 

a）登録者数及び男女比 

 4月 5月 

登録数（月末時点） 22名 23名 

男性：女性 8:15 8:15 

 

b)地域 

 4月 5月 

仁摩町 16名 15名 

温泉津 4名 4名 

大森町 1名 2名 

五十猛町 0名 0名 

水上町 1名 1名 

大田町 1名 1名 



 

c）要介護度 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 変更申請 

4 月 0 3 7 8 4 1 0 1 

5 月 0 3 7 8 3 2 0 0 

 

d）年齢構成 

 

６４歳未満 

６５歳以上 

７５歳未満 

７５歳以上 

８５歳未満 

８５歳以上 

９５歳未満 

９５歳以上 平均年齢 

4 月 0 0 7 11 5 89.00歳 

5 月 0 0 7 11 5 88.95歳 

 

（２）サービスの提供状況 

①サービスの提供回数 

a）週当たりの平均サービス提供回数 

 4月 5月 

通いのべ人数/月 

（平均） 

332人 

（11.0人/日） 

329人 

（10.6人/日） 

宿泊のべ人数/月 

（平均） 

137人 

（4.6人/日） 

117人 

（3.8人/日） 

訪問のべ回数/月 

（平均） 

253回 

（8.4人/日） 

287回 

（9.3人/回） 

のべ利用日数/月 722日 733日 

登録者一人当たり

の平均利用回数 

一人当たり 

7.6回/週 

一人当たり 

7.4回/週 

 

b）長期宿泊および過少サービスの状況 

      長期宿泊の方 1 名。週平均４回以下の過少サービス状態の方が 4 月 4

名・5 月 3 名おられました。長期宿泊、過少サービス状態の方については



各利用者の心身状況・生活状況、本人・家族の希望を報告し、委員より不

適切指摘はありませんでした。 

 

（３）しつらえ・環境作り 

①室温・換気・湿度 

エアコン設定 ほぼ使用せず 

換気 適宜、窓を開放。外気温に合わせて開放量調整。 

湿度 ４０～６０％ ジアイーノ継続使用 

 

②清掃 

朝礼後 環境アルコール除菌剤でのテーブル、椅子、手すり消毒 

昼食後 

洗面台洗浄、テーブル、手すり消毒、ごみ集め、 

モップ掛け、 

掃除機、モップ掛け（週 1回） 

夕方 トイレ掃除、ごみ集め、ベッド消毒、玄関清掃 

夜勤帯 椅子消毒 

シーツ交換  各部屋週 1回交換 

座布団 

カバー交換 
週 1回交換 

浴室清掃  毎日 

  

③設備・機器の整備 

毎日 Aisleep(宿泊室 見守りベッドセンサー)点検 

4月 2日 サニクリーンマット交換 

8日 サニクリーンエアコンフィルター交換 

16日 サニクリーンマット交換 

30日 サニクリーンマット交換 

5月 13日 サニクリーンエアコンフィルター交換 

14日 サニクリーンマット交換 

28日 サニクリーンマット交換 

④利用空間の飾りつけ 

4月 1日 リビング壁画 

5月 1日 リビング壁画 



 

（４）地域と職員のかかわり 

①実習受入れ 

 なし 

②民生委員・関係機関等との連携 

 利用者についての情報交換 

 

（５）利用者の生活に地域とのつながりをもつ取組 

①利用者個別の地域行事参加支援 

 大国春祭り 利用者 1名 

 民生委員 弁当等受け取り 利用者 3名 

 

②利用者全体の外出支援・地域行事参加支援 

地域食堂「まんまんちゃん」参加利用者各 2名 

仁万例大祭 利用者 9名 

仁摩保育園 園児との交流 利用者 4名 

 

③通院支援 

受診支援（予約表預かり、声掛け、医療機関調整） 4名 

処方薬の受領、支払い代行 2名 

薬の保管、配薬 6名 

主治医への急変者状態報告、受診手配 1回  

訪問時に本人体のしびれ訴え、受診希望あり、事業所看護職員に状態連絡。  

家族、医療機関(主治医)、福祉タクシー手配し、ケアマネ同行の上診察。 

主治医から救急医療機関に搬送、末梢性めまいの診断で短期入院となりまし

た。 



 

④生活インフラ活用支援 

預貯金引出 4名支援しました。 

④町内買い物代行 

 5名を継続支援中です。 

⑤町内支払い代行 

 法人預り金管理規程に準じて 2 名からお預りし、支払いを代行しました。 

 購入支援の主な内容は、受診代、薬代、食材購入代でした。 

⑥その他 

 6月 1日より、むつみ苑より作業療法士を週 1回（1時間）配置して、現在

は 2 名の利用者を対象に機能訓練を実施しています。当事業所では機能訓練

指導員の配置義務はないものの、リハビリを希望される利用者がいることか

ら、個別のニーズに応じた支援として取り組んでいます。 

また、施設内には縫製や工作が得意な職員がいることから、大豆やお米を使

用した手作りのホットパックを作成し、利用者の状態に応じて活用する予定

です。 

利用者① 

長期宿泊中の利用者で、転倒後から歩行機会が減少していたが、週 1 回の作

業療法士来所時に宿泊室から食堂までの歩行訓練を実施しています。 

その結果、日常生活における動作の改善が見られ、動きがスムーズになって

います。また、ご家族からも「動きが良くなっている」との評価をいただい

ています。 

利用者② 

本人より「歩きたい」との希望があり、歩行訓練を開始。開始当初は運動時

に喘鳴が見られていたが、継続的な訓練により、現在は喘鳴の出現頻度が減

少しています。 

 

 



 ７月から独居の利用者を対象に訪問回数を増やし、水分補給の促しと安否

確認を行います。夏場における脱水や体調不良の早期発見に努め、重症化の

予防につなげていきます。 

 

（６）防災・災害対策 

   5月 21日に昼間想定の消防訓練を実施し、避難誘導・通報・消火器訓練を

行いました。消防署の指導を受け、消火器の位置確認やヘッドライト電池

残量確認を日常点検項目に追加し、毎日実施しています。 

                                                                                                                                                                                        

 

（７）質を向上するための取組 

①研修（職場内外）の実施・参加 

 

4月 28日 事業所ミーティング 利用者に関する情報伝達・小規模計画評価 

5月 25日 事業所ミーティング 利用者に関する情報伝達・小規模計画評価 

     会議にて各利用者の支援見直しを行っていました。 

 

②介護事故の発生状況 

    4月 13日 浴室マットに足が引っ掛かり転倒 

    ⇒排便コントロールの実施、浴室マットは使用時のみ敷く。 

 

    4月 6日 夕食後薬配薬忘れ 

    ⇒携帯電話のアラーム機能を活用し、薬の服用忘れ防止に努めている。 

 

    4月 29日 排泄後、歩行器を使用しリビングを歩いていこうとされ転倒 

    ⇒排泄介助後、自席へ移動するまでは職員は付き添い、見守りを行う。 

 

 

 



（８）人権・プライバシーの保護 

 ①身体拘束の有無 

  実施の必要性なし。 

②虐待防止活動  

なし 

③苦情相談    

なし 

  

２．意見・アドバイス 

       〇家族代表 

        ・ほほえみには常に誰かがおり、気軽に話ができることがうれしい。安心感

がある。 

 

       〇大田市職員  

         現在、県内で手足口病が流行しているため、感染予防への注意が必要。ま

た、マダニの発生も確認されていることから、草取りなど屋外作業を行う際

には、長袖・長ズボンを着用するなどの対策を講じることが望ましいです。 

        

 


